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肝 臟 脂 肪 新 陳 代 謝 機 能 ニ 對 ス ル

脾 臟 ノ 意 義 ニ 就 テ

(第2報)

岡山醫科大學石山外科教室(主任石山教授)

小 野 哲 二

[昭和9年7月5日 受稿]

Aus der 1. chirurgischen Klinik der Okayama medizinischen Fakultat

(Direktor: Prof. Dr. F. Ishiyama).

Uber die klinische Bedeutung der Milz auf Fettstoffwechsel der Leber.

(II. Mitteilung.)

Von

Tetsuji Ono.

Eingegangen am 5. Juli 1934.

Als weitere Untersuchungsmethode uber die Bedeutung der Milz gegen die Leber,

besonders auf Fettstoffwechsel benutzte der Verfasser selbat neu-geschaffte "Olive-

nolemulsion", die zur Forschung von Fettstoffwechsel ein ideales Mittel ist.

Die Versuchstiere teilte der Verfasser folgende 7. Untergruppe ein.

1. Gruppe: Normale Hundchen.

2. Gruppe: Splenektomierte Hundchen.

3-4. Gruppe: Normale und splenektomierte Hundchen, die alle ihre R.E.S. mit

Collargollosung brockiert wurden.

5-6. Gruppe: Normale und splenektomierte Hundchen, die alle ihre Leberzellen

mit CCl4 geschadigt wurden.
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7. Gruppe: Splenektomierte Hundchen, die alle die Injektion von Milzextrakt

bekaminen.

Der Verfasser benutzte diese 7. Gruppe von Hundchen zur Forschung von Fett-

stoffwechsel der Leber uud dekam folgende Resultate.

Die Milzexstirpation gibt keinen Einfluss auf die Funktionsveranderung der Stern-

zellen uber Fettstoffwechsel, sondern mehr Einfluss auf Leberzellen, Die Ursache von

dieser Wechselbeziehung zueisehen Milz und Leberzellen sei behufs dean Einfluss von

Milzhormon.

Der Verfasser studierte weiter die histologische Veranderung von Golgische Appa-

rat von Leberzellen beim normalen und splenektomierten Hundchen und bestatigte

deutliche Degeneration beim letzten Tiere. (Autoreferat.)
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第1章 緒 論

余 ハ本問題 ノ第1囘 報告 ニ於 テ,剔 脾後肝

臟 ノ脂肪新陳代謝機能 ノ減衰 スル コ トヲ認

メ,之 ガ原因ハ單 ニ剔脾 ニ據 ル脾臟網状織内

被細胞 ノ消失 ガ招來 スル一般網状織内被細胞

系統 ノ機能失調 ニ伴 ヒテ起 ル肝臟網状織内被

細胞 タル星芒細胞 ノ機能減弱 ノミニハ非 ラズ

シテ,脾 臟缺落ガ肝細胞 ノ脂肪代謝機能 ニ影

響 ヲ及 ボシ之ガ減衰 ヲ招來 セシムルコ トガ重

大ナル意義 ヲ有 スルモノニ非 ラズヤ ト推論 セ

リ.

抑 モ,脂 肪代謝機能 ノ組織學的檢索ニ當 リ

テハ,當 該細胞 内ニ於ケル脂肪滴沈着ノ出現,

消 失,其 質及 ビ量等ノ變化及 ビ時間的關係 ヲ

以 テ之 ラ證明 スルノ ミナ リ.然 ルニ哺乳動物

ノ腺臟器,殊 ニ肝臟ニ在 リテハHerxheimer,

Dietrich,中 瀬,菊 池 ノ諸氏 ニヨリ證明セラ

レ,余 モ亦犬 ニ於 テ證明 セルガ如 ク,生 理的

ニ脂肪滴 ノ沈着出現 セルモノアルガタメ,之

ガ除去 ト,實 驗動物 ノ選擇 トハ頗ル緊要 ナル

事 ニシテ之 ヲ無視 シテ論議 スルガ如 キハ實 ニ

畫龍點晴ヲ缺 クモノ ト謂 ハザル可 カラズ.而

シテ脂肪代謝機能 ノ研究ニ就 キテハ古來脂肪

竝 ニ類脂肪體 ヲ試驗動物ニ與ヘ,之 ニ封 スル

諸臟器 ノ態度及 ビ血 中脂肪量 ノ變 化ヲ檢討 ス

ルニアリキ.爰 ニ其 ノ脂肪賦與 ノ樣式 ヲ觀 ル

ニ經 口的投與 ト靜脉内注入 トニ大別 シ得.然

ルニ前者ハ直接食餌ニ接觸 シ得ル腸管等 ヲ除

キ他 ノ臟器 ニ於 ケル 目的 ノ細胞 ヘノ到達量 ノ

不正確 ナル ト共 ニ尚ホ長時間 ヲ要 スル等ノ缺

點 ア リ.後 者ハ之 ヲ理想 トスルモ現今 ニ至 ル

モ猶 ホ完全 ナル脂肪類注入劑ノ發見セラ レザ

ル トニ因 リ,輓 近 ニ至 ルモ脂肪代謝機能 ノ形

態學的研究ハ遲 々 トシテ進境 ヲ示サザ リシナ

リ.

爰 ニ余ハ本研究 ノ道程ニ於テ,實 驗用 トシ

テ想理的ナル「オ レー フ」油乳化液ノ創製ニ成

功 シタルガタ メ,之 ヲ使 用 シテ,再 ビ肝臟脂

肪代謝機能 ニ對 スル脾臟 ノ意義 ヲ追究 セン ト

企 テ,茲 ニ明瞭 ナル所見 ト一定 セル結論 ヲ得

ルニ到 レリ.斯 ル試驗方法 ハ余 ノ寡聞未 ダ之

ヲキカズ,恐 ラクハ余 ヲ以 テ嚆矢 トセン.即

チ茲 ニ發表 シテ諸賢 ノ御批判 ヲ乞ハ ン トス.

第2章 理想的「實驗用オレーフ油乳化液」注入試驗ニ據ル

肝臟脂肪代謝機能ノ組織學的檢索

第1節 緒 言

脂肪竝ニ類脂肪體新陳 代謝機能 ノ組織學的

研究 ニ當 リ,脂 肪及 ビ類脂肪體 ヲ試驗動物ニ

賦與 シテ以テ其 ノ沈着状態 ノ變化 ヲ探 究スル

コ トハ肝臟機能檢査上重要 ナル意義 ヲ有 スル

モノニ シテ,既 ニ多ク行ハ レタル所ナ リ.之

ヲ分チテ經 口的投與 ト非經 口的注入 トナス.

Ignatowsky (1909), Chalatow (1912),Anti-

schkow (1913),川 村(1916),中 院(1916)ノ 諸 氏

及 ビ爾後 數多 ノ脂 肪 及 ビ類脂 肪 體 ノ經 口的 投 與 ニ

ヨ ル業績 ア リ.後 者 ニ屬 スル脂 肪類 ノ非經 口的注

入 ノ内,特 ニ賞用 サ ル ルモ ノハ 靜脉 内注 射 トス.

Joanovics u. Pick (1910)氏 等 ハ肝 油 ヲ門脉 ニ

注 入 シ,其 ノ肝 ニ於 ケル酸化 吸 收状 態 ヲ檢索 シ,

Klotz (1915)ハ 「コ レステ リン」ノ「オ レ ー フ」油 溶

液乳 劑及 ビ「コ レステ リン」ト曹 達 石鹸 トノ混 和乳
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劑 ヲ反 覆 注 射 セ ル成績 ニ見 ル モ毛 細 血管 ニ栓塞 ヲ

起 セル コ トヲ記 載 セ リ.今,山 田(1916)兩 氏 ハ

「ラ ノ リ ン」ト「ア ラビ ヤ ゴム」ノ等 分乳 劑 ヲ家兎 ニ

反 覆 注射 セル 實驗 ニ於 テ注射 後 ノ死 亡率 ハ 非常 ニ

高 ク23例 中1囘 注 射後 即 刻 ヨ リ24時 間 以 内 ニ死

亡 セ ル モ ノ ノ ミニテ モ5例 ヲ記 載 セ ル コ トヲ認 ム.

宇 野(1921)氏 ハ 「オ レー フ」油 乳劑 及 ビ 「ラ ノ

リン」 乳 劑 ヲ靜脉 内 ニ注 射 シ網 状織 内被 細胞 系 統

ノ攝 取 状 態 ヲ觀 察 シ,Saxl u. Donrath (1929)氏

等 ハ脂 肪乳 劑 ヲ靜脉 内 ニ注入 シ血管 内 ニ在 ル乳 劑

消 ノ失 度 ヲ以 テ網 状織 内被細 胞 ノ攝取 度 トナ シ,

之 ニ ヨ リ同 細胞 系 統 ノ機能 ヲ窺知 シ得 ベ シ ト述 ベ

タ リ.

抑 モ動 物 實驗 ニ於 テ脂 肪類 ヲ血 管 内 ニ注入 スル

ニ當 リ,多 ク賞 用 サ ルル モ ノハ「オ レー フ」油,肝

油,「 ラ ノ リン」等 ナ リ.而 シテ之 等脂 肪 類及 ビ其

ノ乳劑 ヲ血管 内 ニ注 入 ス ル時 ハ其 ノ脂 肪 滴ハ 必然

毛 細血 管 ニ栓 塞 ヲ起 シ,吸 收量 ニ變 動 ヲ起 ス ノ ミ

ナ ラズ,假 令 其 ノ栓 塞 ガ單 ナ ル理 學的 障碍 ノ範圍

ニ止 マ リ,漸 次 其 ノ栓 塞 ヲ起 セル 脂 肪 滴 ハ 血 清

「リバ ー セ」ニ ヨル一 部 ノ消 化 ト,内 被 細胞 ノ貪 喰

作 用 トニ ヨ リ遂 ニ消失 ス ルモ ノナ リ トスル モ,直

接該 臟 器 ノ機 能 ニ影 響 ナ ク ンバ ア ラズ.之 等 ノ缺

點 ヲ除 去 セ ンガ タメ種 々 ナル媒 劑 ヲ加 ヘ,熟 練 セ

ル技術 ノ下 ニ製 作 セ ラ レタル比 較 的微細 脂 肪滴 ノ

乳 劑 ト雖 モ,其 ノ脂 肪滴 ハ 血球 以上 ノ大 ナル モ ノ

ヲ混 ズ ル コ ト多 シ.脂 肪 乳 劑中 ニ含 有 セ ラル ル脂

肪顆 粒 ノ大 小如 何 ハ細 胞膜 ノ滲透 力 ニ關 聯 シ,延

イ テハ 檢索 セ ン トスル細 胞機 能 ノ實 驗成 績 ニ大 ナ

ル誤 差 ヲ招 來 スル處 ナ シ トセ ズ.然 レ共 文 獻 ヲ渉

獵 スル ニ既往 ニ於 テ之 ニ適 ス ル理 想 的脂 肪乳 劑 ヲ

認 メ得 ザ ル ヲ遺 憾 トス.

然 ル ニ1928年 東北 帝 國大 學,山 川 教授 ハ脂 肪乳

化 ニ成 功 セ ラ レ,理 想的 脂肪 乳 化液 「Yanol」 ヲ

創 製 セ リ.ト ハ謂 ヘ 「Yanol」 ハ余 ノ實 驗 ニ據 レ

バ動 物 ニ之 ヲ10cc. P.K.ヲ 靜脉 内 ニ注入 スル モ

組 織 學的 ニ脂 肪滴 ノ増 量沈 着 ヲ認 メズ.這 ハ 山川

教 授 ノ肯 定 セ ラル ル處 ニシテ,抑 モ 目的 ノ根 源 ニ

於 テ全 ク相 違 セル ト同 時 ニ脂肪 滴 トシ テ沈着 セザ

ル脂 肪劑 ナ ル コ トヲ理 想 トシテ 「Yanol」 ハ創 製

セ ラ レタル ガ爲 ナ リ.余 ハ 「Yanol」 ノ主 要脂 肪

體 タル肝 油 ヲ「オ レー フ」油 ト置 換 シ 「Yanol」 ト

同 操 作 ノ下 ニ製 作 セバ 必ズ ヤ得 ル處 有 ラ ン ト期 待

シ,余 ノ意 ノ在 ル處 ト希 望處 方 ヲ述 ベ,之 ヲ山川

教 授 ニ計 リシニ氏 ハ 學術 的 御好 意 ヲ以 テ其 ノ試 作

ヲ快諾 サ レ,之 ニ據 ル余 ノ動 物 實驗 ヲ經 テ遂 ニ本

劑 ガ理 想的 「實驗用 ナ レー フ油乳 化液 」 ナ ル コト

ヲ認識 セ ラ レタル ナ リ.時 在 ニ1933年11月5日

ナ リ.以 下余 ハ 本劑 ヲ 「實驗 用 オ レーフ油乳 化液 」

ト命 名 ス.

茲 ニ謹 デ山 川教 授 ノ御 好意 ニ對 シ感謝 ノ意 ヲ表

ス.

「實 驗用 オ レー フ油乳 化液 」ハ 「オ レー フ」油 ノ

7%其 ノ他 ノ動物 性脂 肪及 ビ類脂 肪體 ノ4%ト ヲ

含 ム乳 白色 「オレ ー フ」油 臭 ヲ發 スル流 動體 ニ シ

テ,檢 鏡 ス ル ニ最 大 ナル脂 肪 ト雖 モ血球 ノ大 サ ヲ

超 エ ズ.動 物 ニ注 入 シ組織 學 的檢 査 ヲ行 フニ肝 及

ビ肺 ノ毛 細 血 管 ニ栓 塞 ヲ認 メ ズ,以 テ其 ノ脂 肪

顆 粒 ノ微細 ナ ル コ ト トヲ推 知 シ得.本 劑 ヲ家兎

ニ5cc. P.K.ヲ 耳 朶靜脉 ヨ リ注 射 スル ニ30分 後

ニ肝 ノ星芒 細胞 ニ最 高 度 ノ脂 肪 沈着 ヲ現 シ同 時 ニ

痕 跡状 ニ肝 細 胞 ニ移 行 出現 スル ヲ認 ム,1時 間後

ニハ 星 芒細胞 ノ沈着 量 ハ中 等度 ニ減少 シ肝 細胞 ニ

最 高 度 ノ脂 肪沈 着 ヲ現 ス.今 此成績 ヲ宇野(1921)

氏 ノ實驗 例 ニ比 スル ニ,氏 ハ非 常 ナ ル熟練 ヲ以 テ

製 成 セ ル10%「 オ レー フ」油,「 ア ラビヤ ゴム」 ノ

等 分乳 劑 ヲ家 兎 ニ5cc. P.K注 射 セ シニ星芒細 胞

ニハ30分 ニシテ 高 度 ニ現 レ タルモ 肝 細胞 ニ移行

ス ルハ24時 間 後 ニ 姶 メテ 輕 度 ノ脂 肪 沈着 ヲ認 メ

タ リ ト記セ ル ニ對 シ,其 ノ沈着 量 ニ於 テ モ且又 時
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間的關係ニ於 ケルモ格段ノ差アルヲ認メ到底同日

ノ論ニ非ラザルコトヲ知ル.以 是觀之本劑ガ如何

ニ動物膜ニ對シ滲透力ノ強キカヲ證スルニ足ルナ

リ.

依 テ余 ハ本劑 ヲ使用 シ,直 接血液中ニ加重

サ レタル脂肪 ニ對 シ各種 ノ場合 ニ於テ肝臟 ノ

脂肪代謝機能ガ之ニ及 ボス作用 ノ變化 ヲ對比

觀察 シ既述 ノ實驗成績 ヲ再 ビ研究 シ短時間ニ

明瞭且確實 ニ證明 セン ト企 テ遂 ニ下記 ノ成績

ヲ得 タ リ.

第2節 正常犬及 ビ剔脾犬ニ 「實驗用

オレーフ油乳化液」注入實驗

第1項 實驗材料及ビ其ノ方法

第1囘 報告 ノ第2章 第2節 ニ於 テ述 ベ タル ガ如

ク,犬 ニ於 テ ハ離乳 後 以上3箇 月以 内 ノモ ノ ノ肝

臟 ニア リテ ハ生 理的 脂 肪沈 着極 メテ微 弱 ニシテ多

クハ 陰 性 ヲ呈 セ ルヲ知 レ リ.之 等 仔犬 ヲ比 較的 脂

肪缺 乏 セ ル食 餌 ヲ以 テ2週 間飼 育 ス ル時ハ肝臟 ニ

生 理 的 肪脂 沈着 ヲ殆 ド認 メザ ル ニ至 ル,之 ヲ實 驗

動物 ニ供 シ正常 犬 ト剔 脾犬 ニ分 類 ス.爰 ニ剔脾 ノ

肝 ニ及 ボ ス影響 ヲ文 獻 ニ據 リ考 察 ス ル ニ.M.B.

Schmidt, Lepehne,清 野,西 川,高 木,宇 野,堀

内,坂 本,Domangk, Lauda等 ノ諸 氏 ニ ヨ レバ剔

脾後1乃 至4週 ノ間 ヨ リ著 明 ナル星 芒細胞 ノ増殖

ヲ認 メ數 週 ニ シテ臟 樣 組 織 ヲ形成 シテ脾 ノ代償

現 象 ヲ現 ハ ス ト謂 ヘ リ.余 モ此 事實 ヲ認 メタ リ.

Eppinger, Soper, Siegmund, Sotti u. Forre,

Mjassnikow, King, Artom,加 藤,前 田,得 能,

津 田,小 田等 ノ諸 氏 ニ據 レバ剔 脾後 血 中脂 肪竝 ニ

「コ レステ リン」量 ハ1週 間 前 後 ニ急 激 ニ上昇 シ後

漸 次上 昇 シ數週 ヲ過 グ レバ再 ビ下 降 ス ト云 ヒ.余

ノ實驗 ニ據 ル モ剔脾 後第1週 於 テ急 激 ナル 血中 脂

肪 量 ノ増量 ヲ見,3週 ヨ リ漸 次下 降 セ ル ヲ認 メタ

リ.斯 ク ノ如 ク脾臟 缺 落 ハ一 定 ノ時 日 ノ後 ニハ 漸

次 他臟 器 ニヨ リ代 償 セ ラル ルガ タメ完 全 ナ ル剔 脾

ノ影響 ヲ知 ラ ン トセ バ比較 的 剔脾 影響 ノ大 ナル 時

ニ シテ且代 謝 現象 ノ起 ラザ ル 時期 ヲ選 ブ ヲ要 ス.

於 茲余 ハ仔 犬 ニ於 テハ 剔脾 後第1週 ヲ以 テ最 モ上

述 ノ要 求 ニ適 セル モ ノ ト認 メ,剔 脾 犬 ニヨル實 驗

ハ以 下悉 ク剔脾後1週 間 ノモ ノヲ使 用 セ リ.

正常犬,剔 脾犬 ニ各 々 「實 驗用 オ レー フ油 乳 化

液 」10cc. P.K.ヲ 股 靜脉 下端 ヨ リ注入 シ,15分

以 上48時 間 ニ至 ル間 ヲ時 間的 ニ分 チテ 各 々 屠 殺

シ,肝 ノー 定 部 位 ヲ切 取 シ,Formol固 定,凍 結

切 片 トナ シ,Sudan III-Hamatoxylin, Nilblau

sulfat, Fischler氏 法,Smith. Diethrich氏 法 ノ4種

ノ脂 肪染色 ヲ施 シ,注 入 サ レタル「オ レー フ油 乳 化

液 」ノ沈 着状 態 及 ビ其 ノ變 化 ヲ時間 的 ニ觀察 セ リ.

第2項 實驗所見

第1表 正常仔犬ニ「實驗用オレーフ油乳化液」注入後肝組織脂肪沈着状況
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第2表 剔脾仔犬ニ「實 用オレーフ油乳化液」注入後肝組織脂肪沈着状況

第1圖 「オ レーフ油乳化液」注入後肝細胞脂肪沈着量圖

正常犬ニ於テハ「實驗 用オ レーフ油乳化液」

注入後15分 間 ニシテ肝臟 星芒細胞 ニ已ニ高度

ノ脂肪沈着 ヲ現 シ,同 時ニ著明ナル同細胞 ノ

肥大ヲ認ム,葉 間膽管上皮細胞ニ於テモ已ニ

著明ナル脂肪 ノ増量沈着 ヲ認ム レドモ,肝 細

胞 ニ於 テハ脂肪滴 ノ出現 ヲ認 メズ.

30分 後 ニ於テハ星芒細胞 ニハ最高度 ノ脂肪

沈着 ヲ認 メ急速度 ノ高度肥大ヲ伴 ヒ大ナルモ

ノハ肝細胞 ヲ超ユル大サ ノモノヲ認 ム,此 時

ニ至 レバ星芒細胞内沈着脂肪 ハ漸ク肝細胞ニ

浸潤移行ヲ始メ,高 度肥大星芒細胞ノ隣側ニ

在ル肝細胞ノ星芒細胞ニ接スル部分ノ原形質

内ニ微細脂肪顆粒ノ沈着出現セルヲ明瞭ニ認

メ得ルニ至ル.

注入後1時 間ニテハ星芒細胞ノ沈着脂肪ハ

漸次減量 シ高度 トナリ同時ニ肝細胞ニ高度ノ

脂肪滴ノ移行沈着ヲ現 シ肝小葉全體ニ亙 リ肝

細胞ハ其ノ胞體内ニ中小無數ノ脂肪滴ヲ沈着

セシムルニ至ル.

注入後2時 間ニテハ星芒細胞ノ脂肪沈着ハ
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中等度 ニ減少シ肝細胞 ハ全體 ニ脂肪滴 ノ稠密

ナル沈着 ニヨリ占居 セラル.此 際肝小葉内ニ

斯 ル現象 ハ一般的ニ起 ル トハイヘ,周 邊部殊

ニ門脉枝周圍ニ比 スレバ中心部ハ比較的沈着

量 ノ輕減 セル コ トヲ認 ム.

注 入後3時 間 ヨリ5時 間 ニ亙 リテハ星芒細

胞内ノ脂肪沈着量ハ稍 々減量 シ輕度 トナルモ

肝細胞内ノ夫 レハ著變 ヲ認 メズ.

注 入後12時 間.星 芒細胞ノ特 ニ門脉枝 ニ

近 キ「グ」氏鞘附近 ニ點 々 ト脂肪攝 取肥大 セル

モノヲ認ムルノ ミ.肝 細胞 ニ於 ケル脂肪沈着

ハ稍 々減量 ヲ示 シ高度 トナル.

注 入後24時 間.星 芒細胞ニ於 テハ脂肪沈

着陰性 トナ リ,脂 肪ヲ攝取 セルモノヲ認 メ得

ズ.肝 細胞 ニ於テハ肝小葉 中心部 ヨリ減退 ヲ

始 メ其 ノ部 ニ於 テ痕跡状ニ殘 留スルノ ミナ リ

然 レ共肝小葉周邊部 ニ到 レバ尚ホ著明 ノ脂肪

沈着 ヲ認 メ得,而 シテ肝細胞内ニ於 ケル脂肪

滴 ハ原形質 ノ中央部ニ乏 シク周邊部 ニ多 ク配

置サルル コ トヲ認 ム.

注 入後48時 間.星 芒細胞 ノ脂肪沈着陰性,

肝 細胞 ニ於 テハ大 イニ減退 シ 「グ」氏鞘附近

等 ニ不規則 ニ殘留沈着 セルヲ認 ムルノ ミニ至

ル.

注入時 ヨリ48時 間 ニ至 ル迄 實驗動物 ハ注

入 ニヨル何等 ノ外見的症状 ヲモ呈 セズ.1例

ノ死亡例 ヲモ認 メザ リキ.

剔脾仔犬 ニ於 テ「實驗 用オ レーフ油乳化液」

ヲ注入 スル時ハ

注入後15分 間 ニ シテ 星芒細胞ニハ 正常犬

注入ノ場合 ト同樣 ナル程度及 ビ状態 ニ脂肪沈

着 ヲ現 ス.即 チ高度 ノ脂肪沈着 ト同細胞 ノ之

ニ伴 フ急激ナル肥大 トナ リ,肝 細胞ニ於テハ

脂肪沈着 ノ出現 ヲ認 メズ.

注 入後30分 間.星 芒細胞ニハ最高度 ノ脂

肪沈着 ト之 ニ伴 フ同細胞 ノ肥大 トヲ認メ,其

ノ状態正常犬ノ例 ト異ル所 ヲ認 メズ,然 レ共

肝細胞ニ於 テハ何等脂肪滴 ノ浸潤移行ノ状 ヲ

認メズ.

注 入後1時 間.星 芒細胞ノ脂肪沈着状態

ハ依然 トシテ最高度 ヲ示 シ30分 ノ例 ト變化

ナシ.肝 細胞ニ於 テモ脂肪沈着 ノ出現 ヲ認 メ

ズ.

注 入後2時 間及 ビ3時 間.星 芒細胞 ノ脂

肪沈着ハ30分 ノ例 ト殆 ド變化ナク 最高度 沈

着 ヲ持續 シ,同 時ニ肝細胞 ニ於テモ未 ダ脂肪

沈着 ノ出現 ヲ認 メズ.

注 入後5時 間.星 芒細胞ノ沈着脂肪ハ既

ニ減退 ヲ始 メ此時ニ至 レバ中等度 ニ減 少ス,

然 ルニ肝細胞ニ於テハ未 グニ脂肪沈着 ノ出現

ヲ認 メズ.

注 入後12時 間.星 芒細胞 ノ沈着脂肪量 ハ

5時 間 ノ例 ニ比 シ大差ナシ.然 ルニ本例 ニ於

テ始 メテ肝細胞 ノ所 々特 ニ門脉枝周圍等 ノモ

ノニ極 メテ輕微ナル脂肪滴 ノ浸潤 ヲ見ルニ至

ル.

注 入後24時 間.星 芒細胞 ノ殊 ニ「グ」氏鞘

附近 ニ在ルモノニハ尚ホ輕度ナル脂肪沈着 ノ

殘留 スルヲ認 メ,肝 細胞ニテハ肝小葉 内ニ瀰

漫性 ニ輕度 ノ脂肪滴 ノ沈着 ヲ認 ム.

注 入後48時 間.星 芒細胞 ニ於 テハ脂肪 沈

着ハ「グ」氏鞘附近ニ痕跡 ヲ殘 スニ留 ル.肝 細

胞 ノ脂肪沈着モ再 ビ減少 シ痕跡状ニ小脂肪滴

ヲ殘留沈着サスノ ミナ リ.

第3項 概 括

正常仔犬及ビ剔脾後1週 間ノ仔犬ニ 「實驗
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用オ レー フ油乳化液」10cc. P.K.ヲ 靜 脉内ニ

注入 シ,注 入後15分 間 ヨリ48時 間 ヲ經過ニ

從 ヒ時間的ニ其ノ肝組織 ニ於 ヶル脂肪沈着状

態 ヲ組織學的 ニ觀察 セルニ兩者 ノ脂肪沈着状

況 ニハ驚ク可 キ著明ナル變化 アルヲ認 ム.其

ノ内最 モ著 明ナル變化 ハ肝細胞 ノ脂肪沈着状

態 ニシテ,是 レ全 ク脾臟 缺落 ノ影響ニ他ナラ

ザルナ リ.

以下其 ノ主要點 ヲ列記 ス.

1. 正 常犬竝ニ剔脾犬 ニ於ケル星芒細胞 ノ

脂肪沈着 ノ出現 ヨリ最頂點ニ至ル迄 ノ兩者 ノ

脂肪沈着状態ニハ何等 ノ變化,差 異 ヲ認 メズ,

是 レ即チ星芒細胞 ノ機能タル脂肪攝取作用ハ

脾臟 缺落ニ ヨリ何等ノ影響 ヲモ受ケザル事 ヲ

示 スモノナ リ.

2. 正常 犬肝細胞ニ於テハ,注 入後30分 ニ

シテ脂肪 ノ移行浸潤 ヲ始メ,1時 間 ニシテ高

度 ノ脂肪沈着 ヲ現 シ,2時 間 ニ シテ最高度 ト

ナ リ,5時 間迄持續 シ後漸次下降 シ48時 間 ニ

シテ始 メテ輕度 トナル.然 ルニ剔脾犬肝細胞

ニ於テハ 注入後12時 間 ニシテ始 メテ痕跡状

ノ脂肪沈着 ヲ現 シ,24時 間 ニ シテ輕度 トナ リ

48時 間後 ニハ再 ビ痕跡状 ニ減退 ス.此 兩者 ノ

肝細胞 ニ於ケル脂肪沈着状態 ニハ驚クベキ著

明ナル差異 アルヲ認ム.之 脾臟 缺落ノ影響 ニ

他ナ ラズ(第1圖 参照).

3. 正常 犬及 ビ剔脾犬ニ於 ケル星芒細胞 ノ

脂肪沈着 ノ頂點即チ注入後30分 ヨ リ其 ノ 消

失迄 ヲ對比 スルニ,正 常犬ニ於テハ30分 ヲ頂

點 トシ後加速度的ニ減退 シ12時 間 後ニハ痕

跡 トナ リ24時 間 後ニハ陰性 トナルニ,剔 脾犬

ニ於テハ30分 以 後3時 間迄 ハ脂肪沈着ハ最

高度 ヲ持續 シ後漸次下降 シ48時 間 ニ至ルモ

尚 ホ痕跡 ヲ殘 ス.以 上ノ所見ヲ一見 スル時ハ

恰 モ剔脾 ニ ヨリ星芒細胞 ノ機能ハ失調 ヲ起 シ

變化 セル觀 ヲ呈 セルガ如 ク見ユ レ共 ソバ皮相

ナル觀察 ニシテ,這 ハ剔脾例 ニ於 テハ,星 芒

細胞 ニ攝取サ レタル脂肪ガ肝細胞 ニ浸潤移行

スルコトノ甚 ダシク障碍サルルガタ メ,一 度

攝取 セル脂肪 ヲ暫時自體内ニ保留停滞 セシム

ルガタメナ リ ト觀ル ヲ妥當 トス.此 際剔脾例

ニ於テハ星芒細胞 ノ賦與作用ガ減弱セルガタ

メナ リト説 ク者 アラバ,ソ バ餘 リニモ牽強附

會 ノ説 ニシテ,已 ニ剔脾ニヨ リ星芒細胞ノ脂

肪攝 取作用ガ何等 ノ影響 ヲモ蒙 ラザ リシコト

ハ本項 ノ1ニ 於 テ余 ノ解説 セル處ナ リ.

第3節 正常犬及ビ剔脾犬ニ於テ網

状織内被細胞系統機能填塞

後 「實驗用オ レーフ油乳化

液」注入實驗

第1項 實驗材料及ビ其ノ方法

正 常犬 及 ビ剔脾 犬 ハ共 ニ第2節 ニ於 テ述 ベ タル

仔 犬 ヲ用 フ.

網 状織 内被 細胞 系 統機 能 ノ填 塞 ニ當 リテ ハ天 野

氏法 ヲ襲 用 シ.1%「 コ ラル ゴ ール」 溶液 ヲ0.65

P.K.宛1日1囘3日 間連 續注 射 ヲ行 フ.而 シテ

正常 犬ハ填 塞 完 了 ノ翌 日 ニ於 テ,剔 脾犬 ハ 剔脾 後

4日 目 ヨ リ3日 間填 塞 ヲ施 シ其 ノ翌 日ニ於 テ,各 々

「實用 驗 オ レー フ油乳 化液 」ヲ10cc. P.K.股 靜脉

ヨ リ注入 シ,注 入 後15分,30分,1時 間,5時 間,

12時 間,24時 間,48時 間 ニ於 テ屠 殺 シ,肝 ノ一 定

部 位 ヲ切 除 シ,以 下 固定,染 色 等總 テ既 述 ノ通 リ

之 ヲ施 行 ス.

第2項 實驗所見
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第3表 網状織内被細胞系統機能填塞後「實驗用オ レーフ油乳化液」注入成績

第4表 剔脾後網状織内被細胞系統機能填塞後「實驗用オ レーフ油乳化液」注入成績

「コラル ゴー ル」液注射ニ ヨリ網状織内被細

胞系統 ノ機能 ヲ填塞 シタル後 「實驗用オ レー

フ油乳化液」 ヲ注入スル時 ハ,正 常犬,剔 脾

犬 ノ別 ナク星芒細胞ニ脂肪滴 ノ沈着出現 スル

ヲ認 メズ,延 イテ肝細胞ニ於テモ脂肪沈着 ヲ

觀 ザルナ リ.然 ルニ膽管上皮細胞ニ於テハ著

明ナル脂肪滴 ノ増量沈着ヲ認ム.而 シテ剔脾

犬 ハ正常犬ニ比 シ其 ノ沈着量稍 々輕減 セルヲ

認 ム.第3表,第4表 ヲ通 ジ,星 芒細胞及 ビ

肝細胞 ニ痕跡状 ニ脂肪沈着 ヲ認 ムルハ網状織

内被細胞 ノ機 能填塞 ノ尚ホ不完全ナル星芒細

胞ガ痕跡状 ニ脂肪 ヲ攝取セルモノーシテ,肝

細胞 ニ於 ケル夫 レハ一部 ノ星芒細胞 ヲ通過 シ

テ沈着 セル脂肪 ナ リ.

以上 ノ成績 ヲ觀 ルニ,余 ガ第1囘 報告ニ於

テ論 ジタルガ如 ク,肝 組織内ニ於ケル脂肪 ノ

侵入ニ關 シ星芒細胞ガ如何 ニ重要ナル意義 ヲ

有 スルカヲ知ル ト共 ニ肝細胞ハ血液及 ビ淋 巴

液 ヨリ直接脂肪 ヲ攝取 スルモノニ非ズシテ,

星芒細胞ヲ介 シテ ノミ賦與 セラルルモノナル

コ トヲ知 ルニ足 ルナ リ.

第4節 正 常犬及 ビ剔脾犬 ニ於 テ肝

細胞機能障碍後 「實驗 用オ

レーフ油乳化液」注入實驗

第1項 實 驗材料及 ビ其ノ方法
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四 鹽 化炭 素 ガ肝 細胞 機能 ニ一 定 ノ變 化 ヲ及 ボ ス

コ トハ余 ノ已 ニ文 獻 ヲ引用 シテ論 述 セ シ處 ニ シテ

余 ハ 第1囘 報告 ニ於 テ其 ノ實 驗 ニ於 テ四 鹽化 炭 素

ノ0.15 P.K.ヲ 肝 細 胞機 能 ノ障 碍 量 トシテ之 ヲ

10%「 オ レ ー フ」油 溶液 トシ使用 セ リ,依 テ之 ヲ

襲 用 シ以 テ肝 細 胞 機能 ヲ障 碍 セ ン トス.

正常 犬 ハ四 鹽 化炭 素0.15 P.K.ヲ 皮 下 ニ注射

シ第5日 目ニ於 テ,剔 脾犬 ハ 剔脾 後第3日 目 ニ前

同量ノ四鹽化炭素ヲ注射 シ後第5日 目即チ剔脾後

8日 目ニ於テ,各 々 「實驗用オレーフ油乳化液」

10cc. P.K.ヲ 股靜脉ヨリ注入シ,注 入後15分 間

ヨリ48時 間 ノ間ニ於テ時間的ニ屠殺シ,肝ノ一定

部ヨリ組織ヲ切取シ,以 下既述 ト同樣ノ操作ノ下

ニ其ノ脂肪沈着状態ヲ檢ス.

第2項 實驗所見

第5表 正常仔犬肝細胞機能障碍後 「實驗用オ レーフ油乳化液」注入成績

第6表 剔脾復肝細胞機能障碍後「實驗用オ レーフ油乳化液」注入成績

正常仔犬及 ビ剔脾犬ニ於テ四鹽化炭素ニ據

ル肝細胞機能 ノ障碍 ヲ施シ,其 ノ機能障碍ノ

頂點ニ於テ 「實驗用オレーフ油乳化液」ヲ注

入スル時ハ正常犬ニ於テハ,注入後15分 間ニ

シテ已ニ星芒細胞ニハ高度ノ脂肪沈着 ト急速

ナル其 ノ肥大 トヲ見 ルモ,肝 細胞ニ於テハ未

ダ脂肪 ノ増量沈着 ヲ認メズ.膽 管上皮細胞ニ

於テ輕度 ノ肪脂滴 ノ増量沈着 ヲ認 ム.

30分 後 ニハ星芒細胞 ハ最高度 ノ脂肪沈着 ト

夫 レニ伴ナ フ高度 ノ肥大 トヲ現 ス,肝 細胞ニ
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在 リテハ未 ダ脂肪滴 ノ出現 ヲ認 メズ.

1時 間 ヨリ5時 間 ニ亙 リ星芒細胞ノ脂肪沈

着 ハ著變 ヲ來サズ依然 トシテ最高度 ヲ示 シ,

肝 細胞 ニハ未 ダニ脂肪沈着 ノ出現 ヲ認 メズ,

然 レ共膽管上皮細胞 ノ脂肪沈着量 ハ高度 ニ増

量 ス.

12時 間後 ニハ星芒細胞内 沈着 脂 肪滴 ハ漸

次減少 ヲ示 シ中等度 ニ減量セルニモ拘 ラズ肝

細胞ニ於テハ尚 ホ脂肪沈着 ノ出現 ヲ認 ムルニ

至 ラズ.

24時 間 後ニ至 レバ星芒細胞内 沈着 脂肪 滴

ハ 大イニ減量 シ輕度 トナル,此 頃 ヨリ肝細胞

ニ痕跡状ニ脂肪小滴 ノ増量沈着 スルヲ認 ム.

而 シテ其 ノ位置ハ多クハ肝小葉周邊部 ニ シテ

殊 ニ門脉枝附近 ニ著明ナ リ.

48時 間後 ニ至 レバ 星芒 細 胞 内ニ於 テハ脂

肪沈着 ヲ認 メザルニ至 リ一時肥大 セシ同細胞

ハ再 ビ縮小 シテ原状 ニ歸 ル.肝 細胞 ニアリテ

ハ依然 トシテ痕跡状ノ脂肪沈着 ヲ保留セルノ

ミナ リ.膽 管上皮細胞内ノ沈着脂肪滴 モ漸次

減少 シ輕度 ノ沈着 ヲ示 スニ至 ル.

剔脾犬ニ於テハ注入後15分 間 ヨリ48時 間

ニ至 ル迄 ノ星芒細胞及 ビ肝細胞 ノ脂肪 沈着状

態ハ上述 ノ正常犬ノ例 ト殆 ド同樣 ナル状況 ヲ

呈 シ兩者ノ鑑別判然 セザルモノアリ,敢 テ謂

ヘバ剔脾例 ニ於 テハ星芒細胞内沈着脂肪 ノ消

失ガ正常例 ニ於 ケル ヨリ稍 々遲延 スル傾向 ア

ル事 ト,肝 細胞内沈着脂肪量ガ極 メテ僅 ニ減

量 セルヲ認 ムルノ ミナ リ.而 シテ剔脾例 ニ於

テハ膽管上皮細胞内ノ脂肪沈着量ガ正常例 ニ

比 シ一般ニ減 少セル傾 キ有ルヲ認ム.

要 之,肝 細胞機能 ヲ障碍 スル時 ハ脾臟 ノ有

無 ニ關 セズ肝組織 内脂肪沈着状態ハ 一般ニ大

差ナ キ状態 ヲ示 セルヲ認 ム.而 シテ正常犬肝

細胞機能障碍後 「實驗用オ レーフ油乳化液」

注入例 ト剔脾犬 ニ「實驗用オ レーフ油乳化液」

注入例 トヲ對比 スル時ハ,肝 組織 内脂肪沈着

状態 ハ兩者極 メテ酷似 セル象 ヲ呈 シ,殊 ニ其

ノ肝細胞内脂肪沈着状態ハ兩者相似 シ障碍例

ニ於 テ僅ニ其ノ脂肪沈着出現 ノ時間及 ビ量 ノ

剔脾例ニ劣ルノ ミナ リ.之 ヲ正常犬ニ 「實驗

用オ レーフ油乳化液」注入例 ニ比 ス レバ兩者

各 々非常ナル差異 アルヲ認ム(第2圖 参照).

第2圖 「實驗用オレーフ油乳化液」注入後肝細胞沈着量對照圖
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第5節 本章ノ概括竝ニ考按

余ハ本章ノ各節ヲ通 シ,第1正 常仔犬例,

第2剔 脾仔犬例,第3正 常仔犬網状織内被細

胞系統機能填塞例,第4剔 脾仔犬網状織内被

細胞系統機能填塞例,第5正 常仔犬肝細胞機

能障碍例,第6剔 脾犬肝細胞機能障碍例ノ6

群ニ亙 リ各々 「實驗用オレーフ油乳化液」ヲ

注入セシ成績ニ據 リ之ヲ綜合的 ニ考按 スル

ニ,

第3,第4ノ 網状織 内被細胞系統機能填塞

例 ノ場合 ニ於 テハ已ニ余ガ前 囘報告 ニ述ベタ

ル如ク,一 般網状織内被細胞系統機能 ノ填塞

ハ即チ肝 ニ於 テハ星芒細胞 ノ機能填塞 ヲ意味

スルモノニシテ此場合 ハ脾 ノ有無,血 中脂肪

量 ノ増減 ニ關 セズ肝組織 内ニ脂肪滴 ノ増量沈

着 ヲ認 メザル コ トハ肝臟 脂肪代謝ニ就 キテ星

芒細胞 ガ樞要 ナル役割ヲ爲 ス ト共 ニ肝組織 ニ

於 ケル脂肪侵 入ノ第1關 門ニシテ.星 芒細胞

ノ ミニ ヨリ脂肪ハ血中 ヨリ攝取サルルモノナ

ル コ トヲ確證 セシモノナ リ.而 シテ 「實驗 用

オ レー フ油乳化液」ハ網状織内被細胞系統機

能 ノ檢索ニ對 シテモ又理想的試藥ナル コ トヲ

知 レリ.

第5,第6ノ 正常犬竝 ニ剔脾犬肝細胞機能

障碍例 ノ成績 ヲ對比 スルニ兩者 ノ肝組織 内脂

肪 沈着状態 ハ頗 ル酷似 セルモノニシテ,肝 細

胞機能 ノ障碍 セラルル時モ又脾 ノ有無 ハ肝臟

脂肪代謝 ニ對 シ大ナル關係 ヲ有 セザル コトヲ

知 ル.而 シテ肝細胞機能 ノ障碍サルル時 ハ星

芒細胞ニ如何 ニ多量 ノ脂肪沈着 アル トモ之ガ

肝細胞ニ浸潤移行 スル コ トナ シ.是 レ余 ガ第

1囘 報告 ニ於 テ詳述 セル如 ク,脂 肪ガ星芒細

胞 ニ浸潤移行 スルニ當 リテハ單ニ星芒細胞ノ

賦與作用ニノ ミ據 ルモノニ非 ラズ シテ,肝 細

胞 ノ機能障碍 ハ延 イテ其 ノ攝取作用 ヲモ同時

ニ障碍 セルガタ メ星芒細胞ノ賦與作用ニハ何

等 ノ變化ナク トモ脂肪 ノ肝細胞ニ浸潤移行ス

ル コ トハ不 可能 トナルガタメナ リ.先 ニ余 ハ

肝組織 ニ脂肪 ノ浸潤 スル ニ當 リ血 中ヨリ星芒

細胞 ニ攝取サルル時 ヲ以テ第1關 門ナ リ ト假

定 セ リ.然 ルニ今脂肪 ガ星芒細胞 ヨリ肝細胞

ニ浸潤移行 スルニ當 リ兩細胞 ノ接觸面ニ於テ

第2ノ 關門 アルヲ想定 シ得可 キナ リ.而 シテ

兩細胞 ノ脂肪代謝機能ノ平衡 ヲ保 テル場合 ニ

於テ ノミ脂肪ハ平滑正常ナル浸潤移行 ヲ爲 ス

可 キモノ ト推斷 シ得.

斯 ク論 ジ來 リテ後,第1正 常仔犬例 ト,第

2剔 脾仔犬例 ノ成績 ヲ對比顴察 スルニ,兩 者 ノ

星芒細胞ノ脂肪攝取機能 ニ變化 ヲ認 メズ.但

剔脾例ニ於テ星芒細胞 内沈着脂肪 ノ減退消 失

ガ正常例 ニ比 シ遲延 スルヲ認 ムルノ ミナ リ.

肝 細胞ニ於テハ兩者 ノ脂肪沈着 ノ出現 ノ時間

及 ビ量ニ於テ著 シキ差異 アルヲ認 ム.然 ルニ

第2剔 脾例 ト第5正 常仔犬肝細胞機能障碍例

トヲ對比 ス レバ其ノ成績ハ頗 ル酷似 シ脂肪染

色切片ノ顯微鏡的檢査 ニ於 テ一見其 ノ判別困

難 ナルモノアリ.即 チ星芒細胞 ノ脂肪沈着状

態ハ終始殆 ド一致 シ,肝 細胞 ノ夫 レモ頗ル類

似 シ,只 障碍例ニ於テ僅 ニ脂肪沈着出現 ノ遲

ルル事 ト其 ノ量 ノ輕減 セル事 トノミナ リ.然

ルニ此兩者 ハ1ハ 脾臟 剔出 ヲ行ヘルモノニ シ

テ,1ハ 肝細胞機能 ノ障碍 ヲ施 セルモノナ リ,

而 シテ此兩者 ヲ正常例 ニ比 スルニ驚ク可 キ著

明ナル脂肪沈着 ノ變化 ヲ其 ノ肝細胞ニ於テ認

ムルモノナ リ.

如 斯,相 互 ニ相對比 シテ觀察 スル時ハ,脾
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臟 缺落ガ明 カニ肝 細胞 ノ脂肪代謝機能 ニ著 シ

キ障碍 ヲ及 ボセルコ トヲ認 メ得可 キナ リ.

次 ニ然 ラバ脾臟 缺落 ノ星芒細胞ニ 及 ボス影

響如何 トハ必然起 ルベキ問題ニ シテ余 モ屡 々

記述 セル處ナ リ.M.B. Schmidt, Lepehne,

Aschoff, Landau,清 野,西 川,高 木,宇 野,

Domangk, Lauda等 ノ諸家 ニヨリ脾臟 缺落

ハ肝臟 星芒細胞 ニ一定 ノ影響 ヲ與 フル コ トヲ

證明サ レテ ヨリ以來多數諸氏ニヨリ追證 サ レ

不變 ノ定則ナ リ ト認 メラレタル觀 ア リ.而 シ

テ余 モ第1囘 報告ニ於 テ脾臟 缺落 ハ星芒細胞

ノ脂肪代謝機能 ニ影響 スルノミニハ非 ラズシ

テ,肝 細胞 ノ脂肪代謝機能ニ 影響 ヲ及 ボス〓

トガ重大ナル意義 ヲ有 スルモノナ ラント結論

セル如 ク,剔 脾 ノ影響ハ肝細胞ニ 主ナルモノ

ト信 ズ レドモ猶 ホ若干 ノ影響 ヲ星芒細胞ニ 及

ボスモノニ非 ラザル乎 ヲ顧慮 シ,星 芒細胞ニ

就 キテノ剔脾 ノ影響 ヲ斷定 セザ リシナ リ.然

ルニ本章ニ於ケル「實驗用オ レーフ油乳化液」

注入ニ據 ル各種 ノ實驗成績 ヲ根據 トシテ,少

ク トモ肝臟 ノ脂肪新陳代謝機能ニ 就 キテハ脾

臟缺落 ハ肝臟 ノ網状織内被細胞 タル星芒細胞

ノ機能 ニ何等 ノ影響 ヲモ及 ボサザルモノ ト斷

定 ス.

茲 ニ之ガ論據 ヲ列記 シテ證明 セン.

其 ノ1.第1正 常犬例,第2剔 脾犬例,第

5正 常犬肝細胞機能障碍例,第6剔 脾犬肝細

胞機能障碍例 ノ各例 ニ於テ脾ノ有無,肝 細胞

機能障碍 ノ有無ニ拘 ラズ,星 芒細胞 ノ脂肪沈

着 ノ出現 ノ始 メヨリ其 ノ頂點ニ 至ル時間的關

係 及 ビ其 ノ量竝 ニ同細胞ノ肥大 ノ程度 ハ悉 ク

同等 ナル コ ト.

其 ノ2.第3,第4例 ノ如 ク星芒細胞ノ機

能 ヲ填塞 スル時 ハ脾 ノ有無ニ 關 セズ脂肪沈着

ヲ認 メザルコ ト.

以上 ヲ以テスルモ,脾 ノ有無 ハ何等星芒細

胞ノ脂肪攝 取機能ニ 關聯 ヲ有 セザル コトヲ知

ル.

其 ノ3.第2剔 脾犬例,第5正 常犬肝細胞

機能障碍例ニ於テ,各 々星芒細胞ノ脂肪沈着

ノ最初 ノ頂點 ヨリ其 ノ消失迄 ノ時間的關係及

ビ脂肪沈着状態 ハ殆 ド一致 セル コ ト.而 シテ

之等 ヲ第1正 常犬例ニ 比 スルニ其ノ攝取脂肪

ノ保留及 ビ消失 ノ延長 セル コ トハ恰 モ星芒細

胞 ノ機能失調 ヲ示セル觀 ア レドモ,此 兩者 ノ

中,1ハ 正 常犬ニ於テ肝細胞機能 ヲ障碍 セルノ

ミニシテ星芒細胞 ノ機能ニ 對 シテ何等 ノ變化

ヲ及ボサザルモノナルガタメ,之 ヲ輕 々 シク

星芒細胞 ノ機能失調 ヲ以 テ説明 ス可 キモノニ

非 ラズ.即 チ此現象 ハ兩者共 ニ肝細胞 ノ脂肪

代謝機能 ガ障碍 ヲ受ケ シガタメ,肝 細胞 ノ脂

肪攝取作 用ニ障碍 ヲ招來 シ,之 ガ爲星芒細胞

ハ自己ノ賦與作用ヲ以テ自體内 ノ脂肪 ヲ肝細

胞ニ 賦與セン トスルモ肝細胞 ノ脂肪攝取作用

ガ障碍 セラレタルガタメ,余 ノ所謂第2關 門

ニ於 テ脂肪 ノ浸潤移行 ハ障碍サ レ止ムナク星

芒細胞ハ一度攝 取セル脂肪 ヲ暫時自體内ニ保

留 シ,再 ビ血 中脂肪量 ノ減 少スルニ從 ヒ之 ヲ

血中ニ排泄 スルモノ ト認 ム可 キヲ至當 トス.

此 際肝細胞ニ 浸潤移行スル脂肪 ノ量及 ビ時間

的關係 ハ剔脾ガ肝細胞ニ影響 スル程度 ニ ヨリ

變化 スベキモノナ リ.

其 ノ4.上 述 其ノ3ノ 論據 ヲ以 テセバ,別

脾後早期 ニ現 ルル星芒細胞 ノ肥大,脂 肪 ノ増

量沈着等ノ現象 ハ星芒細胞 ノ機能亢進或 ハ失

調 ヲ示 スモノニ非 ラズシテ,剔 脾 ニ據 ル肝細
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胞 ノ機能,特ニ 脂肪代謝機能ガ障碍 セラルル

コ トニ因 リテ招來 セル現象 ニ他 ナ ラザ ル ナ

リ.

文獻 ヲ渉猟 スルニ脾臟剔出ガ肝臟星芒細胞

ニ影響 ヲ及 ボスモノナ リト説 ケル論文 ノ殆 ド

總 テノモノハ,脾 臟缺落ガ肝細胞機能 ニ及ボ

ス影響 ニ就キテ深 ク探究 セル所無 ク,余 ノ所

謂第2關 門ノ關係 ニ就 キテ精 細ナル注意 ヲ佛

ヒタル業績 ヲ認 メズ.是 レ余 ノ所論 ノ一見奇

異 ナル感有ルモ亦以テ之 ガ眞理ニアラズヤト

思考 スル處 ナ リ.

第3章 剔脾後ノ肝臟脂肪新陳代謝機能ニ及ボス脾臟「エキス」ノ影響

第1節 緒 言

脾臟 ハ肝臟脂肪新陳代謝機能 ニ對 シ一定 ノ

關係 ヲ有 シ,脾 臟缺落 ガ肝臟脂肪代謝機能 ニ

及 ボス影響ハ網状織内被細胞系統 ノ機能ニ 關

聯 ヲ有 スル モノニ非 ラズ シテ,實 質細胞タル

肝細胞 ノ脂肪代謝機能ニ影響 ヲ及 ボスモノナ

ル コ トハ,已 ニ余 ノ縷 々論述 セル處ナ リ.而

シテ脾臟 ハ「ホルモン」ヲ産生スル ノナ リトハ

諸家 ノ業績 ニヨリ證明サルル所ナ リ.然 ラバ

脾臟缺落ニ 據 リ招來サルル肝細胞 ノ脂肪代謝

機 能ノ減衰 ハ脾臟「ホルモン」ノ消失ガ關聯 シ

テ因ヲ成スモノニアラザル歟 トハ容易 ニ推考

シ得可 キ事ナ ラン.

茲ニ脾臟「ホルモン」ニ就キテノ文獻ヲ求ムル,

Joanovics u. Pick (1910)氏 等ハ剔脾犬ニ於テ肝

臟ノ脂肪攝取能力ノ減退ヲ來タセルヲ認メ,之 恐

ラク脾ヨリ産生セル脂肪代謝ニ對スル或物質ガ脾

靜豚ヲ介シテ肝ニ賦與サルルモノナラント推論セ

シニ始マリ.Hirschfeld (1915)ハ 脾臟ハ 「ホル

モン」ヲ産生スト謂ヒ,Pearce, Leake, Kokas,

Talkeimer, Proteus,關 根,増 井ノ諸氏等ハ脾臟

「エキス」ヲ人體及ビ動物ニ賦與スル時ハ赤血球ノ

増加ヲ招來スルコトヲ以テ,脾 ハ骨髓ヲ刺戟シテ

造血作用ヲ亢進セシムルモノナリトセリ.我 ガ泉

教授(1924)ハ 犬ニ於テ剔脾後肝ニハ一般的肥大,

肝細胞ノ肥大及ビ「オキシダーゼ」顆粒ノ蓄積,尚

ホ其ノ他 ノ諸現象ヲ認メタレドモ之必ズシモ脾臟

缺落ノ代償現象ノミニハ非ラズシテ,脾 臟 「ホル

モン」ハ肝細胞 ノ新陳代謝機能ニ關係ヲ有スルガ

タメ剔脾後此變化ヲ招來スルモノナリト結論サレ

タリ.濱 崎(1928)氏 等ハ白鼠剔脾後小量ノ脾組

織自家大網膜中移植ヲ行ヒ其ノ成績ヨリ推論シ,

剔脾早期ニ現ルル星芒細胞ノ機能亢進及ビ其ノ増

殖,肝 組織鐵物質出現等 ノ總テヲ代償現象 ト認ム

ルハ不當ニシテ脾代償以外ニ尚ホ重要ナル因子ヲ

有スルモノナラン.而 シテ之ハ恐ラク「ホルモン」

作用ニ據ルモノト想像スト謂ヘリ.二宮(1930)氏

ハ家兎ニ脾臟食餌ヲ與ヘテ溶血素産生試驗 ノ成績

ニ據 リ,脾 臟ハ特殊物質ヲ供シテ爾他網状織内被

細胞系統ノ機能ヲ促進スルモノナリト結論セリ.

得能(1930)氏 ハ 「コレステリン」代謝ニ關スル研

究ニ於テ剔脾後血中「コレステリン」量ノ増加スル

ハ脾臟缺落ノ直接影ニ非ラズシテ,間 接ニ一般網

状織内被細胞系統 ノ機能減退ヲ惹起セシメ延イテ

肝臟星芒細胞ノ攝取能力ハ減退シ,タ メニ肝臟ノ

排泄機能ヲ低下サスモノニシテ脾臟「ホルモン」ハ

網状織内被細胞系統ノ機能ニ關聯ヲ有スルモノナ

リト推論セリ.小 田(1933)氏 ハ脾臟「ホルモン」

ハ「コレステリン」代謝ニ對シ關係ヲ有ス.而 シテ

此作用ハ網状織内被細胞系統ノ機能ニ關聯スト説

キ前説ヲ肯定セリ.田 中屋(1932)氏 ハ實驗的肝
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硬變症ノ成因ニ脾ガ一定ノ關係ヲ有スルコトヲ述

ベ,脾臟 「ホルモン」ハ毒物ニ ヨル肝臟變化ヲ星

芒細胞ヲ介シテ減少セシメ得ル作用ヲ有スト記セ

リ.

上 述 ノ如 ク,脾臟 「ホルモン」ガ肝臟 ノ物質

代謝機能ニ 關聯 ヲ有スルコ トハ之 ヲ肯定 シ得

可 キモ,諸 説 ノ多 クハ脾臟「ホルモ ン」ハ肝臟

ノ網状織内被細胞 ニ關聯 シテ作用 スル モノナ

リト説 ケルモノニ シテ,肝 細胞ノ ミニ關聯 シ

テ論及 セルモノヲ認 メズ.之 余 ノ説ガ在來 ノ

學説 ト根本的 ニ軌 ヲ同 フセザルガ爲ニシテ又

止 ムヲ得ザルモノ ト謂 ハザル可 カラズ.依 テ

余 ハ剔脾仔犬 ニ脾臟「エキス」ヲ注射 シ後 「實

驗 用オ レーフ油乳化液」 ノ注入ヲ試 ミ,其 ノ

肝細胞ニ於ケル脂肪沈着状態 ノ變化 ヲ觀察 シ

脾臟 「エキス」ノ肝細胞脂肪代謝機能 ニ及 ボス

影響 ヲ探究 セン トス.

第2節 剔脾仔犬 ニ脾臟「エキス」注

射後 「實驗 用オ レー フ油乳

化液」注入ニ據ル肝臟 脂肪

代謝機能 ノ檢索

第1項 實 驗材料及 ビ其ノ方法

田中屋(1932)氏 ハ脾臟越幾斯ノ生化學的檢索

ノ論文中脾臟「エキス」ノ製法及ビ有效量等ヲ詳述

セリ.依 テ余ハ田中屋氏法ヲ襲用シテ脾臟 「エキ

ス」ヲ作リ之ヲ注射ス.即 チ25倍 浸出水溶脾臟

「エキス」ヲ剔脾後4日 目ヨリ毎日1囘3日 間,

1.0cc. P.K.ヲ 股靜脉ヨリ注射シ其ノ翌日「實驗用

オレーフ油乳化液」10.0cc. P.K.ヲ 注入シ,後 時

間的ニ肝組織内脂肪沈着状態ヲ檢セリ,然 ルニ同

法ニ據ル時ハ所期 ノ成績ヲ得ザリシガタメ,脾 臟

「エキス」ノ注入量ヲ増量シ1.3cc. P.K.毎 日1囘

3日 間連續注射ヲ行ヒシニ下記ノ成績ヲ得タリ.

抑モ田中屋氏ノ實驗動物ハ家兎ナリ,之 脾臟缺落

ノ影響ハ動物ニヨリ異 リ且動物ハ幼若ナルモノ程

剔脾ノ影響ナリトハ已ニ文獻ニ據 リ明カナリ.而

シテ同一動物ニ於テモ脾 ノ重量ガ關係スルコトハ

余モ本實驗ニ於テ之ヲ知 レリ.之 等ノ理由ニ依 リ

仔犬ニ於テハ剔脾 ノ影響大ナルガタメ從テ注射ス

ベキ脾臟「エキス」ノ量モ家兎ニ比シ大量ヲ要求ス

ルモノト思考ス.

尚ホ脾臟「エキス」製作ニ當 リテハ其ノ脾臟ハ仔

犬ヨリ之ヲ求メ特ニ鮮紅色ヲ帶ビタル新鮮ナルモ

ノヲ使用セリ.余 ノ經驗ニ據レバ仔犬脾臟 ト雖モ

外見的紫藍色ヲ呈スルガ如キモノヲ材料 トセル脾

臟「エキス」ノ有效率ハ甚ダシク減弱セラルルコト

ヲ認メタリ,且 該脾臟「エキス」製作後新鮮ナルモ

ノ程有效率高クシテ已ニ1週 間以上ヲ經過セルモ

ノニ於テハ其 ノ效果ヲ認メザルコトヲ知レリ.依

テ之ヲ附記ス.

而 シテ余ノ行ヘル仔犬ニ於ケル脾臟「エキス」ノ

注射ハ之ヲ最適ナルモノトハ認 メズ尚ホ他ニヨリ

良キ注射量ノ有ルモノナラント推考ス.

第2項 實驗 成績

剔脾仔犬ニ 脾臟 「エキス」 ノ注射 ヲ施 シ後

「實驗用オ レー フ油乳化液」ノ注入 ヲ行 ヘル肝

組織 ニ就 キテ其ノ脂肪沈着状態 ヲ觀察 スルニ

星芒細胞ニ於テハ 注入後15分 ニ シテ高度 ノ

脂肪沈着 ヲ認 メ,30分 ニ シテ最高度 ヲ示 シ同

時 ニ同細胞 ノ高度 ノ肥大ヲ伴 ヘ リ.1時 間後

ニ於 テモ同樣 ノ状態 ヲ持續 シ,2時 間後ニ 至

レバ星芒細胞内沈着脂肪ハ減退 シ始 メ,5時

間後 ニテハ中等度 ニ減 ジ,以 後尚 ホ漸次減量

シテ48時 間 後ニハ 痕跡状 ニ脂肪 ノ殘留沈着

ヲ示 スニ至 ル.肝 細胞 ニ於 テハ注入後1時 間

ニシテ已ニ痕跡状ニ 脂肪ノ増量沈着 ヲ認 メ,
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第7表 剔脾後脚臟「エキス」注射後「實驗用オレーフ油乳化液」注入成績

第3圖 「實驗用オ レーフ油乳化液」注入後肝細胞脂肪沈着量對照圖

第8表 「實驗用オ レーフ油乳化液」注入各例ノ肝組織脂肪沈着状態對照表
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2時 間 後 ニ輕度 トナ リ,12時 間 後ニハ中等度

ニ増量 シ24時 間 後迄持續 シ,48時 間 後ニ於

テハ再 ビ其 ノ脂肪沈着 ハ減量 シ輕度 ノ殘留沈

着 ヲ門脉枝附近 ニ於 テ示 スノ ミニ至 ル(第7

表參照).

第3節 本章ノ概括竝ニ考按

剔脾仔犬ニ脾臟「エキス」注射後 「實驗用オ

レーフ油乳化液」注入例ノ成績ヲ第2章 第2

節ニ於ケル正常犬例及 ビ剔脾犬例 ノ成績 ト對

照シテ綜合的觀察ヲ下サントス.

先ヅ星芒細胞ニ於ケル脂肪沈着ノ出現ノ状

態ヲ見ルニ脾臟「エキス」注射例ニ於テモ他ノ

2者 ニ於ケル ト同樣ニ其ノ脂肪沈着出現 ヨリ

頂點ニ至ル時間的關係及ビ沈着量竝ニ同細胞

ノ肥大ノ度ハ悉ク合致ス,然 ルニ星芒細胞内

脂肪沈着ノ最初ノ頂點 ヨリ消退ニ至ル迄ノ時

間的關係及ビ其ノ減退量ニハ各々差アルヲ認

ム.而 シテ脾臟「エキス」注射例ニアリテハ其

ノ脂肪沈着ノ消退ノ時間的關係及 ビ量ハ正常

例及ビ剔脾例ノ約中間ニ位ス.之 ヲ剔脾例ニ

比スルニ脂肪沈着消退ノ時間ハ早メラレ,減

少量ハ増大セリ.是 レ即チ脾臟「エキス」注入

ノ影響ニ他ナラズ.

次ニ肝細胞ニ於ケル脂肪沈着状態ヲ觀ル

ニ,脾臟 「エキス」注射例ニ於テハ剔脾例ニ比

シ星芒細胞内沈着脂肪ノ肝細胞ニ移行スル時

間ハ大 イニ促進 セラレ 「實驗用オ レー フ油乳

化液」注 入後1時 間 ニシテ已ニ痕跡状ニ脂 肪

沈着 ノ出現 ヲ認 メ,2時 間 後輕度 ニ増量 シ,

12時 間 ニシテ中等 度 ノ脂 肪 沈着 ヲ現 スニ至

ル.之 ヲ正常例 ニ比 スルニ肝細胞脂肪沈着 ノ

量ニ於 テモ,又 時間ニ於 テモ尚 ホ相當 ノ差 ア

ルヲ認 ム レ共大體 ニ於 テ脾臟 「エキス」注射例

ノ肝細胞脂肪沈着状應ハ正常例及 ビ剔脾例 ノ

中間ニ位 スルモノナ リ.即 チ脾臟 「エキス」注

射例 ト剔脾例 トノ肝細胞 ニ於 ケル脂肪沈着 ノ

差 コソ脾臟「エキス」注入ノ反應 ヲ明示 スル モ

ノニシテ,脾臟 「ホルモ ン」ハ肝細胞 ノ脂肪新

陳代謝機能 ニ關聯 シ,之 ヲ刺戟亢進 セシムル

作 用ヲ有 スルモノ ト解 ス可 キナ リ.

此 場合,脾臟 「ホルモ ン」カ星芒細胞ノ機能

ヲ刺戟亢進セルガタメ,肝 細胞 ニ移行 スル脂

肪 ノ増量 ヲ見ルモノナラン ト解 スルハ要 スル

ニ皮相 ノ觀察 ニシテ,之 即 チ脾臟 缺落 ニヨリ

減衰 セル肝細胞ノ脂肪代謝機能 ガ輸入 セル脾

臟「ホル モン」ニ據 リ刺戟亢進 セラ レタルガタ

メ,星 芒細胞内ノ沈着脂肪 ハ肝細胞ヘノ移行

浸潤 ヲ容易 ニサ レタルガタメ.延 イテ星芒細

胞内沈着脂肪ハ減量 ヲ來 シ,肝 細胞ニ於テ其

ノ増量ヲ招來 スルモノ ト認 ムルヲ至當ナ リ ト

ス.之 ニ就 キテハ余ハ已ニ第2章,第5節 ニ

於 テ詳論 シ盡 シタル所 ナ リ(第8表 及 ビ第3

圖參照).

第4章 脾臟剔出ガ肝細胞ノGolgi氏 裝置ニ及ボス變化ニ就テ

第1節 緒 言

抑々一般組織學的檢索ニ於テ細胞機能 ノ亢

進及ビ減衰ノ状態ヲ顯微鏡下ニ於テ判定セン

トスル事ハ頗ル至難ニシテ,殊 ニ肝臟 ノ如ク

複雜ナル機能ヲ營ム臟器細胞ニ於テハ之ガ決

定ヲ與フルコトハ一層困難ナル問題ナリ.而

シテ余ノ本研究ニ於ケルガ如ク輸入脂肪ヲ以

テスル肝臟脂肪新陳代謝機能ノ組織學的檢索
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ニ於 テハ明カニ肝細胞 ノ脂肪新陳代謝機能 ハ

脾臟 剔出 ニヨリ障碍 ヲ受 ケテ減衰 セルヲ認 メ

タ リ ト雖 モ,肝 細胞 ノ機能タルヤ頗 ル複雜 ナ

ル モノアルガ爲ニ一機能 ノ減衰 ヲ以テ該細胞

全般 ノ機能減衰 ヲ論議 スルハ穏當 ヲ缺 クモノ

ナ リ.已 ニ橋本(1932)氏 ハ其ノ論文 中ニ於

テ,細 胞 ノ一機能 ノ亢進及 ビ減衰 ハ全機能ノ

亢進及 ビ減衰 ヲ意味 スルモノニ非 ラズ シテ,

場合 ニ依 リテハ一機能ハ亢進 セルモ他 ノ機能

ハ減衰 ヲ示セル コ ト等ノアルヲ記述 セリ.

然 レ共,余 ノ仔犬 ニ於 ケル研究結果 ハ脾臟

剔出ガ肝細胞 ノ脂肪代謝機能 ニ及 ボス影響 ハ

恰 モ正常犬 ヲ四鹽化炭素 ニヨリ其 ノ肝細胞機

能 ヲ障碍 セシ場合 ノ成績 ニ近似 セル コ ト及 ビ

肝細胞ニ於 ケル樞要 ナル機能タル脂肪新陳代

謝ニ就 キ斯 ノ如 キ影響 ヲ及 ボセル事等 ヲ以 テ

スル時ハ,脾臟 缺落 ハ肝細胞 ノ脂肪代謝以外

ニ尚 ホ何等 カノ影響 ヲ及 ボスモノニ ハ非 ラザ

ルカ ト推考 シ得可 キナ リ.

飜 テ 想 フニ,輓 近細胞 内Golgi氏 装置 ニ關 スル

研 究 旺盛 トナ リ,本 裝 置 ガ該 細胞 ノ機能 ト密 接 ナ

ル關 係 ア ル コ トヲ唱道 サ ル ル ニ至 レリ,依 テ爰 ニ

Golgi氏 裝 置 ニ關 スル文獻 ヲ渉獵 スル ニ,1908年

Stropeniノ 蛙 及 ビ山 椒魚 ノ肝 細胞Golgi氏 裝置

ノ研 究 以來,Kolmer(1916), Pascual(1926),

Makarov(1926),田 中(1928),前 田(1928),白 坂

(1930),小 林(1930),宇 野(1931),寺 迫(1932)ノ

諸 氏 ノ業績 ヲ認 ム.

田 中氏 ハ家 兎肝 細 胞Golgi氏 裝置 ハ同 細胞 内 ニ

沈着 セル脂 肪滴及 ビ「グ リコーゲ ン」顆粒 ニ妨 ゲ ラ

レテ完 全 ナ ル像 ヲ檢 出 スル コ トハ比 較的 困 難 ナ レ

ドモ,一 般 ニ核 ノ周 圍 ニ於 テ細胞 周邊 部 ト核 ノ中

間 ニ存 スル ヲ普通 トシ時 ニ核 ニ密 接 セル コ トア リ

ト謂 ヘ リ.白 坂氏 ハ家 兎肝 細 胞 ノGolgi氏 顆 粒 ガ

「イ ン ス リン」,「 ア ドレナ リン」,「 ヒ ヨール」酸,

「デ ゾキ シ ヒ ヨール」酸 等 ノ注 射 實驗 ニ據 リ肝 糖 原

質 ノ形 成竝 ニ糖 化 ニ際 シ活 動 的 ニ作用 スル コ トヲ

提 唱 セ リ.小 林 氏 ハ家 兎 ニ「ラ ノ リン」ヲ隔 日1囘

連 續 皮下 注射 ヲ行 ヒタ ル ニ肝 細胞 内Golgi氏 裝置

ノ粒 子 ハ 漸 次増 加 シ 第18日 目頃 ニ至 レバGolgi

氏 裝 置 ノ無 數 ノ粒子 ハ 數箇 互 ニ融 合 シテ粗大 トナ

リ最 モ著 明 ノ發 育 ヲナス モ第3週 間 目頃 ヨ リ裝置

粒 子 ハ崩 壞 シ,裝 置 成 分ハ 減量 ス.然 ルニ 「レチ

チ ン」ヲ以 テ 「ラ ノ リン」 ト置換 シテ同 樣操 作 ヲ行

フ時 ハ 「ラ ノ リン」ノ場合 ノGolgi氏 裝 置 ノ變 化

ト正 反對 ナル結 果 ヲ得 タル ニ因 リ「ラ ノ リ ン」及 ビ

「レチ チ ン」ハ肝 細胞Golgi氏 裝 置 ニ對 シ相 互 ニ拮

抗性 作用 ア ル コ トヲ記載 セ リ.宇 野 氏 ハ 「コ レス

テ リン」及 ビ 「レチ チ ン」ヲ試 食 セシ メ共 ニ肝 細胞

Golgi氏 裝 置 ニ一 定 ノ變 化 ヲ招 來 スル コ トヲ證 明

セ リ.寺 迫 氏 ハ家 兎 ニ四 鹽化 炭素 ヲ種 々 ナル量 ニ

注 射 シ肝 細胞Golgi氏 裝 置 ニ及 ボ ス影響 ヲ檢 セ シ

結 果 ニ據 レバ,其 ノ大 量 注射,即 チ障碍 量 ニ於 テ ハ

顆粒 ハ其 ノ數 ヲ減 ジ遂 ニ消失 スル モ,體 重1kgニ

對 シ0.001乃 至0.0007cc注 射 即 チ刺戟 量 ニ於 テ ハ

發育 甚 ダ良 好 ニシテ増 量 セル ヲ認 メ タ リ ト記 述 セ

リ.爰 ニ於 テ余 ハ 既述 各種 實驗 ニ使用 シ タル ト同

一状 態 ニ於 ケル實驗 動 物 ニ就 キ,剔 脾 ノ影響 ノ肝

細胞Golgi氏 裝 置 ニ及 ボ ス變 化 ヲ檢索 セ ン トス.

第2節 實 驗材料及 ビ其 ノ方法

本研究ニ於テ 「實驗用オレーフ油乳化液」注入

ノ各種 ノ場合ニ使用セルト同樣ナル仔犬,即 チ生

後3箇 月前後體重2.0kg乃 至3.5kg以 内 ノ仔犬ヲ

實驗動物ニ供シ,約1週 間一定食ヲ以テ飼育シ剔

脾犬,對 照犬ニ分ツ.剔 脾犬ハ剔脾ニ當リテハ小

量ノ「モルヒネ」麻醉下ニ於テ無菌的且比較的無出

血状態 ノ下ニ操作ヲ終リ.對 照犬ハ開腹術ノミヲ
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行 ヘ リ.斯 ク シテ兩 者 共 手術 後1週 間 目 ニ於 テ撲

殺 シ肝臟 ノー定 部 位 ヲ切取 シテCajalノ 固 定液 ニ

浸 ス.Golgi氏 裝置 ノ染色 ニ際 シテハCajal氏 法

ヲ採用 シ「パ ラヒ ン」封 入後 厚 サ3μ ノ切 片 標本 ヲ

作 レ リ.

第3節 實驗成績

正常家兎肝細胞 ノGolgi氏 裝置 ハ已ニ文獻

ニ記載サ レタルガ如 ク,完 全 ナル網工 ヲ作 ル

コ トナク核 ト周邊部 ノ中間又ハ核 ニ密接 シテ

存在 シ多 クハ散在性ニ シテー定 ノ配列ヲ呈サ

ザ ルヲ常 トス.竝 ニ余 ノ正常仔犬ニ於 ケル肝

細胞Golgi氏 裝 置ヲ見ルニ,正 常家兎 ノ夫 レ

ト酷似 セルヲ觀 ル.即 チ細胞核 ヲ圍繞 シテ比

較 的中心部 ニ於 テ著明 ニ集合 シ細胞周邊部 ニ

於テハ存在 ヲ認 メズ,其 ノ像頗ル明瞭ナ リ.

而 シテ本裝置ノ特 ニ發育ノ良キハ肝小葉内周

邊部殊 ニ門脉枝 ニ近 キ部分 ニ於テ之 ヲ認 メ,

中心部ニ至ルニ從 ヒ一般ニ其ノ數 ヲ減 ジタル

傾 キア リ.然 ルニ剔脾仔犬,剔 脾後1週 間 目

ニ於 ケル肝細胞Golgi氏 裝 置ヲ見ルニ正常仔

犬 ニ對 シ其 ノ發育ハ著 シク障碍 サ レGolgi氏

粒 子ノ數 ハ大イニ減少 シ肝細胞 ニ不規則 ニ點

在性殘留 ヲ示セルモノアリ,中 ニハ全然消失

シテ其 ノ存在ヲ認 メ得 ザル モノアリ,斯 ル所

見 ヲ以テ,白 坂,小 林,宇 野,寺 迫 ノ諸氏 ノ

實驗成績 ト相對照スルニ,明 カニ脾臟 缺落 ハ

肝細胞 ノ機能 ノ減衰 ヲ招來 セルコ トヲ表示 セ

ルモノ ト認 ム可 キナ リ.

第5章 總 括 竝 ニ 考 按

余ハ已ニ各章ニ於ケル概括竝ニ考按ニ於テ

脾臟ガ肝臟脂肪新陳代謝機能ニ及ボス影響ニ

就キテ論述セルモ,改 メテ之ヲ總括的ニ考按

シ以テ結論ニ導カントス.

爰ニ余ノ創案ニ成ル 「實驗用オレーフ油乳

化液」ニ據ル輸入脂肪ヲ以テスル各種ノ肝臟

脂肪新陳代謝機能ノ檢索成績ヲ觀ルニ正常仔

犬及 ビ剔脾仔犬ニ據ル成績ニ於テ,脾 臟剔出

ハ著 シク肝細胞ノ脂肪代謝機能ヲ減衰セシム

ルコトヲ知 レリ.而 シテ此際星芒細胞ノ脂肪

攝取機能ニ何等ノ變化ヲモ及ボサザル事ヲ認

メタ リ.又 正常仔犬及 ビ剔脾仔犬ノ肝細胞機

能ヲ障碍セル成績ニ於ケルモ同樣ニ肝細胞ノ

脂肪代謝機能ハ障碍ヲ受ケテ減衰 セルニモ不

拘,星 芒細胞ノ脂肪攝取作用ニハ何等ノ變化

ヲモ認メザリキ.由 是觀之,脾臟 缺落ハ明カ

ニ肝細胞ノ脂肪新陳代謝機能 ヲ障碍 シテ之ガ

減衰 ヲ招來 スルモノ ト認ム可 キナ リ.而 シテ

脾臟缺落 ハ肝臟 ニ於ケル網状織 内被細胞タル

星芒細胞 ノ脂肪攝取機能 ニ何等 ノ影響 ヲモ及

ボサザル事 ヲ知 レリ.

既 ニ,M.B. Schmidt(1914), Lepehne

(1914),清 野(1916),西 川,高 木(1919),宇

野(1920), Domangk(1924), Lauda(1925),

堀 内(1923),坂 本(1928)等 ノ諸氏ハ脾臟 缺

落 ハ肝臟 ニ代償現象 ヲ誘發 セシノ,遂 ニ脾樣

組織 ヲ形成 シテ脾臟 機能 ヲ補償 スルモノナ リ

ト説 キ,而 シテ其ノ變化 ノ最 モ著明ナルハ星

芒細胞ニ シテ,剔 脾直後 ヨリ同細胞ハ機能亢

進 ヲ示 シテ肥大 シ鐵色素及 ビ脂肪滴等ノ貪喰

現象 ヲ現 シ,後 該細胞 ノ増殖 ヲ招來 シテ遂 ニ

ハ脾臟 臚胞 ニ代ルベキ臚胞状又ハ結節状 ノ集
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團 ヲ作 リ,脾臟 機能 ノ代償ヲ爲スモノナ リ ト

説論 セ リ.之 ヲ余 ノ實驗 成績 ニ據 リ證明 セル

論據 ニ對比 スルニ驚 ク可 キ論説ノ差 アル ヲ認

ム.爰 ニ於 テ余ハ遺憾 ナガ ラ,前 記諸家 ノ所

論 ニ對 シ反駁 ノ證明 ヲ試 ミザル可 カラザル立

場 ニ到 レルナ リ.

抑 々,上 述諸家 ノ根據 トスル所 ハ脾臟剔出

後 ノ經過 ニ從 ヒ該動物 ノ肝組織 ヲ取 リ之 ヲ組

織學的ニ檢索 シ顯微鏡下 ニ現 レタル肝組織 ノ

變化 ヲ以 テ推斷 セルモノニシテ,此 際現 レタ

ル星芒細胞 ノ著明ナル形態學的變化 ヲ目シテ

直 チニ脾臟 缺落 ノ影響 ナ リ ト論説 セルモノナ

リ.而 シテ星芒細胞ガ剔脾後組織 學的所見ニ

變化 ヲ來 スコ トニ就 キテハ已ニ余 モ第1囘 報

告 ニ於 テ認 メタル處ナルニ,諸 家ハ ソレ以上

進 ンデ剔脾後ノ肝細胞ノ機能的檢索ハ素 ヨリ

星芒細胞ノ機能檢索ヲモ試 ミズシテ直ニ斷定

セル處ヲ以テスルモ既ニ其ノ根據ノ薄弱ナル

コトヲ思考スルニ足ルナリ.假 令此際星芒細

胞ノ機能檢索ヲナスト雖モ,肝 細胞ノ機能ヲ

探究セズシテ脾臟缺落ガ肝臟ニ及ボス影響ヲ

論議スルハ頗ル片手落ノ感アリ.之 ヲ余ノ脂

肪新陳代謝ニ就キテノ實驗成績ニ據ルモ星芒

細胞 ト肝細胞 トノ關係ハ實ニ緊密ナルモノニ

シテ,且 不即不離ノ關係ニ在ルモノナ リ.爲

之星芒細胞ガ機能變化ヲ起ス時ハ肝細胞ハ機

能的ニ何等ノ變化ヲモ被 ラザ レドモ顯微鏡的

所見ニ於テハ明カニ變化ヲ現 シ,又 肝細胞ガ

機能變化ヲ起セル場合ハ星芒細胞ニ於テ何等

ノ機能的變化無キニモ不拘形態學的ニハ變化

アル所見ヲ認ムルモノナリ,這 ハ余ノ正常仔

犬網状織網被細胞系統機能填塞例及ビ正常仔

犬肝細胞機能障碍例ノ所見ヲ參照 シテモ證明

シ得ラルル處ナ リ.

斯ル故ヲ以テ前記諸家ノ所論ハ脾臟缺落ノ

肝臟 ニ及ボス影響ノ眞 ノ根據ヲ探索スルコト

ニ就キテ未ダ及バザルニモ拘 ラズ單ニ形態學

的所見ヲ以テ推斷セル皮想的論説ナリト謂ハ

ザル可カラズ.

然 ラバ前記諸氏及 ビ余 ノ認メタル剔脾後早

期ニ現ルル星芒細胞ノ形態學的變化ノ因テ起

ル所以ニ就キテ之ヲ説明セン.已 ニ余ノ論述

セル如ク,脾臟 缺落ハ肝細胞ノ脂肪新陳代謝

機能ノ障碍ヲ招來シ肝臟ニ於ケル脂肪代謝機

能ハタメニ減衰 シ,脂 肪ノ分解排泄機能ガ減

弱セルガタメ延イテ血中脂肪ノ増量ヲ來 シ,

星芒細胞ハ其ノ機能ニヨリ之ガ平衡ヲ保持セ

ンガタメ血中ノ過剩脂肪ヲ攝取貪喰ス ト雖モ

此攝取セル脂肪 ヲ生理的ノ場合ノ如ク完全ニ

肝細胞ニ賦與スルコト不可能ナルガタメ遂ニ

自體内ニ保留蓄積スルモノニシテ之ガタメ星

芒細胞ニハ肥大ヲ招來スルモノナ リト認ムル

ヲ至當 トスルモノニシテ,正 常仔犬肝細胞機

能障碍後 「實驗用オ レーフ油乳化液」注入例

ニ於テ肝細胞ニ脂肪滴ノ沈着出現ヲ認メザル

ニ星芒細胞ニ著明ナル脂肪ノ蓄積 ト其ノ肥大

トヲ證明セル例ヲ以テスルモ説明シ得可ク,

又剔脾仔犬ニ 「實驗用オ レーフ油乳化液」注

入例ニ於テ星芒細胞ニ長時間ノ脂肪保留ノ殘

存スル理由 ト同一ナルモノ ト見做 ス可 キナ

リ.

剔脾後數週以後ニ於テ肝ニ脂肪浸潤ヲ招來

スルコトニ就キテハ,剔 脾ニヨリ脂肪代謝機

能ノ減衰セル肝細胞ニ對 シ何等機態的變化ヲ

蒙 ラザル星芒細胞ガ其ノ攝取脂肪ヲ絶エズ賦

與ス,此 際肝細胞ノ脂肪攝取機能ハ減衰セル
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ガタメ生理的 ノ賦與状態 ニ比 シ脂肪 ノ肝細胞

ニ浸潤移行量 ハ必然相當 ノ減量 ヲ示 ス ト雖モ

肝細胞 ノ脂肪分解,合 成,排 泄 ノ機能 ノ減衰

セル コ トハ此浸潤移行 セル脂肪 ニ對 シ尚 ホ完

全ナル分解合成排泄 ノ作 用ヲ施 シ得 ズシテ遂

ニ自體内ニ保留蓄積 スルニ至ルモノ ト解 ス可

キナ リ.

斯 ノ如 ク,脂 肪新陳代謝機能ニ就 キテハ脾

臟網状織 内被細胞 ノ消失 ハ肝臟網状織 内被細

胞タル星芒細胞 ノ機能ニ對 シ何等 ノ影響 ヲモ

及 ボサザルナ リ.之 ヲ以テAschoff, Landau

(1913),清 野(1916)氏 等 ニヨリ樹立 サ レタ

ル網状織 内被細胞學説 ニ照 スニ明 カニ該學説

ノ一部 ノ改訂 ヲ要求スルモノナ リ.

已 ニ清野氏ハ網 状織内被細胞系統 ハ血液淋

巴液中ノ化學的一定物質 ノ量 ヲ加減 スル コ ト

ニ ヨリ血液清掃 ヲ掌 ル ト共 ニ物質代謝 ノ平衡

ヲ保持 シ同時ニ血中物質代謝ノ調節裝置ナ リ

而 シテ單ニ全身諸臟器及 ビ諸組織 ニ於ケル該

細胞ハ各 々其 ノ特殊的關係 ニ適應 シ夫 々其ノ

臟器及 ビ組織 ニ必要ナル機能 ヲ營 ムノ ミナ ラ

ズ,亙 ニ機能 ヲ代償 シテ調和 ヲ保持 スルモノ

ナ リ ト説ケ リ.然 ルニ余ノ實驗成績 ニ據ル所

論 ヨリス レバ,網 状織 内被細胞ハ各 々其 ノ所

屬 セル諸臟器竝ニ諸組織 ニ於テ之 ニ適應 セル

自己特殊 ノ機能 ヲ營ムノ ミニシテ,相 互 ニ其

ノ機能 ヲ代償調節 スル作用無キモノ ト認 ムヲ

妥當 トスルモノニハ非 ラザル乎.尠 ク トモ脂

肪新陳代謝 ニ就 キテハ余 ハ自説 ヲ確信 スルモ

ノナ リ.

尚 ホ,仔 犬剔脾後1週 間 目ニ於 ケル肝細胞

Golgi氏 裝 置 ノ變化 ヲ正常仔犬 ト對比 シ觀察

セシ結果 ヲ見 ルニ明カニ同細胞機能 ノ減衰 ヲ

表示 セシ現象 ヲ認 メタル コトヨリ推 シテ考 フ

ルニ,脾 臟缺落ハ單ニ肝細胞 ノ脂肪新陳代謝

機能 ノ減衰 ヲ招來 スルノ ミナラズ肝細胞 ノ一

般的機能 ノ減衰 ヲ招來 スルモノニハ非 ラザル

ヤ ト推定 シ得ベ シ,然 ル時 ハ血 中 ヨリ星芒細

胞 ニ ヨリ攝取サ レ後肝細胞 ニ賦與移行 セラル

ベキ總 テ ノ物質 ノ新陳代謝 ニ就 キテモ余 ノ述

ベタルガ如 キ關係 ニ在 ルモノニハ非 ラザルヤ

ト思考 ス.

剔 脾後血中脂肪竝ニ「コレステ リン」量 ノ變

化ニ就 キ,Eppinger (1913), King (1914),

Soper (1915), Bloor (1916), Siegmund (1917)

Mac Adam, William a. Shiskin (1920), Artom

(1924), Mjassnikow (1926), Leites (1926),

野谷(1923),加 藤(1925),館(1928),前 田,

吉 村,得 能,津 田,小 田ノ諸氏 ニヨリ剔脾後

血中脂肪或 ハ「コレステ リン」量ハ増加スル コ

トヲ證 明サ レタ リ.一 部Bodansky (1925),

Randles u. Kundson (1926)氏 等 ノ如 ク剔脾

後血 中脂肪酸及 ビ「コレステ リン」量ハ變化 セ

ズ ト唱 フルモノ無 キニシモ非 ラザ レドモ勢 ノ

趨 ク處多クハ増量ス可キモノ ト解サ レ,余 モ

又曩 ニ剔脾後血 中總脂肪量 ノ増量スル コ トヲ

追證 セ リ.

然 ルニ此剔脾後血中脂肪竝ニ 「コレステ リ

ン」量 ノ増加 スル起因 ニ就 キテハ諸家 ノ見解

區 々タルモノアリ.未 ダ首肯 シ得可 キ解説 ヲ

求 ムル能ハズ.蓋 シ是 レ多數ノ研 究業績 ハ專

ラ其 ノ根源 ヲ脾臟 自己ニ就 キテノ ミ探究セン

トセシ結果 ニ シテ,Sen, Sarco, Rosenthal,

Bloorノ 諸 氏等 ハ脾臟缺落 ハ脾臟 ノ有 スル脂

肪竝ニ類 脂肪 體 吸收 作 用ノ消失ニ原因スル

モノナ リ ト謂 ヒ.Mac Adam, William a,

61



1770 小 野 哲 二

Shiskin氏 等 ハ溶血性黄疸患者 ノ剔脾後毎常

血 中 「コレステ リン」量 ノ著明ナル増加 ヲ認

メ,斯 カル現象 ヲ招來 スル コトハ脾臟缺落 ト

關聯 シテ如何ニ説明ス可 キカ不明ナ リ ト謂ヘ

リ.然 ルニSoperハ 脾臟 ヲ「メゾ トリウム」ニ

テ照射 シ其ノ淋 巴細胞ノ機能 ノ ミヲ破壊 スル

モ血中「コ レステ リン」量 ニハ變化 ナク,剔 脾

ニ ヨリ其 ノ網状織 内被細胞 ヲ除去 スル コ トニ

ヨリ甫 メテ血 中「コレステ リン」量ノ増加 ヲ招

來 ス ト謂 ヘ リ.Antischkow, Chalatow,今,

川 村 其 ノ他 ノ諸氏 ハ脾臟 内ニ於 ケル脂肪竝ニ

類脂肪體 ノ沈着ハ脾臟細胞及 ビ靜脉竇内被細

胞 ニ限局 セルヲ立證 シ,脾 臟 ノ脂肪代謝 ニ及

ボス影響 ハ脾臟 ノ網状織内被細胞ニ關聯 ヲ有

スル コ トヲ暗示 セリ.Leitesハ 剔脾後 ノ過脂

肪血症 ハ中性脂肪 ノ破壊セラルル脾臟 ノ消失

ト肝臟ニ於 ケル中性脂肪分解機能 ノ減弱 トヲ

以テ説明セ リ.得 能氏 ハ剔脾後血中 「コレス

テ リン」量 ノ増加 スルハ脾臟缺落 ノ直接影響

ニ非 ラズ シテ間接 ニ一般網状織内被細胞系統

機 能ノ減弱 ヲ招來 セシメ延 イテ肝臟星芒細胞

ノ攝取作用ハ減衰 シタメニ肝臟 ノ排泄機能 ノ

低下スルニ因ルモノナ ラン ト推論 シ.津 田氏

及 ビ小 田氏モ共 ニ此原因 ヲ網状織内被細胞系

統學説 ヲ引用 シテ.剔 脾ニ ヨル肝臟網状織内

被 細胞機能 ノ失調 ヲ以 テ之 ガ説明 ヲナセリ.

上 述 ノ如 ク剔脾後ニ惹起 スル過脂肪血症 ノ

起因ニ就 キテ輓近 ノ學説 ノ趨 ク處ハ大體 ニ於

テ網状織 内被細胞系統機能ニ關聯 シテ之 ヲ證

明 セン トセルモノナ リ.

然 レ共之 ニ就キテハ余 ハ已ニ反覆詳述 セル

如 ク,脂 肪新陳代謝機能ニ就 キテハ肝脾相互

ニ網状織 内被細胞系統 ニヨリ直接又ハ間接 ニ

何等 ノ關係 ヲモ有 ザルガ故 ニ,余 ヲシテ謂 ハ

シム レバ上記諸論 モ又首肯 シ能ハザル論據 ナ

リ.

抑 々脾臟ハ「ホルモン」ヲ産生 スルモノナ リ

トハ曩 ニJoanovics u. Pick氏 等 ニ ヨリ推論

サ レ,Hirschfeld-ヨ リ提唱 サ レタル所 ニシ

テ爾後Pearce, Leake, Kokas, Talkeimer,

Proteus,關 根,増 井 ノ諸氏 ニ ヨリ追證サ レ.

泉 教授 ハ脾臟「ホルモン」ハ肝細胞新陳代謝機

能 ニ關聯ヲ有スルコ トヲ説 キ.濱 崎,二 宮,

田 中屋 ノ諸氏 モ脾臟「ホルモ ン」ハ肝臟ニ一定

ノ影響 ヲ與 フル コ トヲ論 ジ.小 田氏ハ 「コレ

ステ リン」新陳代謝ニ就キテ脾臟「ホルモン」

ハ網状織 内被 細 胞 系統 機能ニ關聯 シテ血中

「コレステ リン」ヲ減少セシムルモノナ リ ト推

論 セ リ.

以上諸家 ノ説 ク處各 々相異ナルモノアリ ト

雖 モ,脾 臟 ハ「ホルモン」ヲ産生 シ,該 「ホル

モ ン」 ハ肝臟機能ニ對 シテ何等 カノ作 用ヲ及

ボスモノナルコ トハ推 シテ知 ル可 キナリ.余

ノ剔脾仔犬 ニ脾臟「エキス」注射後 「實驗用オ

レー フ油乳化液」注入實驗 ノ成績 ニ見ルモ星

芒細胞 ヨリ肝細胞ニ浸潤移行スル脂肪 ノ量及

ビ時間的關係 ハ單 ニ剔脾ノ ミヲ施 セル例 ニ比

スルニ明 カニ増量且促進セル ヲ認ム.

於爰觀之,脾 臟「ホルモン」ハ肝細胞 ノ脂肪

代謝機能 ヲ刺戟亢進セシムルモノニ シテ,之

ガ消失ハ肝細胞 ノ脂肪新陳代謝機能ノ減衰 ヲ

招來 シ,延 イテ肝臟ニ於ケル脂肪 ノ分解及 ビ

排泄機能 ヲ低下 セシムルガタ メ,從 テ血 中脂

肪量 ノ増加 ヲ惹起 セシムルモノ ト解 ス可キナ

リ.

曩 ニ余 ノ述ベタルガ如ク,剔 脾後 肝 細 胞

62



肝臟脂肪新陳代謝機能ニ對スル脾臟 ノ意脾ニ就テ(第2報) 1771

Golgi氏 裝 置 ノ變化 ヨリシテ推論 スル時ハ脾

臟剔出ハ啻ニ肝細胞 ノ脂肪新陳代謝機能 ヲ減

衰 セシムルノ ミナ ラズ,肝 細胞 ノ其ノ他 ノ機

能 モ共 ニ減衰 ヲ來スモノナ リ トセバ,脾 臟「ホ

ルモン」ハ肝細胞 ノ機能ニ關聯 シテ之 ヲ刺戟

亢進セ シムルモノナ リ ト廣義ニ解釋 ヲ下 ス可

キモノニハアラザル乎.

第6章 結 論

1. 脾臟 ヲ剔出 セバ,肝 細胞 ノ脂肪新陳代

謝機能 ハ障碍 ヲ受ケテ減衰 ス.此 際星芒細胞

ノ脂肪 新陳代謝機能ニハ何等ノ影響 ヲモ與ヘ

ザルモノナ リ.

2. 脾臟 ハ肝細胞ノ脂肪新陳代謝機能 ヲ刺

戟亢進 ス.而 シテ之ハ「ホルモ ン」作用ニ因ル

モノ ト認 ム.

3. 剔脾 後早期 ニ現 ルル星芒細胞ノ脂肪 ノ

増量沈着及 ビ之ニ據ル其ノ肥大等ハ脾臟缺落

ノ代償現象 ニ非 ラズ シテ,肝 細胞 ノ脂肪代謝

機能 ノ減衰 セルガタメニ ヨリ招來サ レタル結

果 ナ リ.

4. 剔脾 後血中脂肪量 ノ増加 スルハ,網 状

織内被細胞系統 ノ機能變化 ニ據 ルニ非 ラズシ

テ,肝 細胞 ノ脂肪代謝機能 ノ減衰 セルコ トニ

原因 スルモノナ リ.

擱筆ニ臨 ミ,終 始御懇篤ナル御指導ヲ賜リタ

ル,前 教授,故,泉 先生 ノ靈前ニ謹デ感謝ヲ捧

グ,併 而御校閲ヲ忝フセル石山教授ニ滿腔 ノ謝

意ヲ表ス.

尚ホ 「實驗用オレーフ油乳化液」創製ニ當 リ

絶大ナル御援助ヲ賜リタル,東 北帝國大學醫學

部,山 川教授ニ深謝ス.
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附 圖 説 明

Fig. 1. 正 常仔 犬 「實 驗用 オ レー フ油乳 化液 」

注 入後1時 間 ノ肝 組 織

Sudan III-Hamatoxylin染 色

(擴 大Okul. 7. Obj. 10. Kl. 30. Zeiss)

Fig. 2. 剔 脾 仔犬 同 上

Fig. 3. 正常仔 犬 「實 驗用 オ レー フ油乳 化液 」

注 入後30分 ノ肝 組織

Nilblau sulfat染 色

(擴 大Okul. 7. Obj. 40. Kl. 30.)

Fig. 4. 剔 脾仔 犬 同 上

Fig. 5. 正 常仔 犬 「實 驗用 オ レーフ油乳 化液 」

注 入後1時 間 ノ肝 組 織

Sudan III-Hamatoxylin染 色

(擴 大Okul. 7. Obj. 40. Kl. 30.)

Fig. 6. 剔脾 仔犬 同上

Fig. 7. 正常 仔 犬 注入 後2時 間

(染 色,擴 大,同 上)

Fig. 8. 剔 脾 仔犬 同 上

Fig. 9. 正 常仔 犬 注 入後5時 間

Fig. 10. 剔 脾 仔犬 同 上

Fig. 11. 正 常仔 犬 注 入後24時 間

Fig. 12. 剔 脾仔 犬 同 上

Fig. 13. 正 常仔 犬肝 細 胞 機能 障碍 後 「實驗 用 オ

レ ー フ油 乳化 液 」注 入 後30分 ノ肝 組織

Nilblau sulfat染 色(擴 大 同上)

Fig. 14. 正 常仔 犬 同 上注 入後1時 間

Sudan III-Hamatoxylin染 色

(擴 大 同上)

Fig. 15. 正 常仔 犬 同 上注 入後5時 間

Fig. 16. 正 常仔 犬 同上 注 入後24時 間

Fig. 17. 剔脾 仔 犬脾 臟「エキ ス」注射 後 「實 驗 用

オ レー フ油乳 化 液」 注入 後30分 ノ肝 組織

Nilblau sulfat染 色(擴 大 同 上)

Fig. 18. 剔脾 仔 犬 同上1時 間

Sudan III-Hamatoxylin染 色

(擴 大 同上)

Fig. 19. 剔脾 仔犬 同上5時 間

(染 色,擴 大,同 上)

Fig. 20. 剔 脾仔 犬 同 上24時 間(同 上)

Fig. 21. 正 常仔 犬肝 細胞Golgi氏 装 置

(染 色Cajal氏 法 擴 大Okul. 10. Obj. 40.

Kl. 35.)

Fig. 22. 剔 脾 後1週 間 ノ仔 犬肝 細胞Golgi氏

装 置(染 色,擴 大,同 上)
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